
が
ら
若
い
命
を
失
っ
た
戦
死
者
の
こ
と
、
身
の
一
部
分
を
火
葬
に

し
、
そ
の
遺
骨
を
抱
き
戦
線
を
共
に
行
軍
し
た
戦
友
の
こ
と
を
私

は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

遠
い
異
国
の
地
で
果
て
た
友
を
思
い
出
す
と
、
目
頭
が
熱
く
な

り
、
手
を
合
わ
せ
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
、
亡
き
戦
友
の
ご
冥

福
を
祈
る
と
共
に
、
ご
遺
族
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
私
の
体
験
記
と
す
る
。

湘
桂
作
戦
　 

新
潟
県
　
長
田
栄
太
郎
　 

中
支
に
お
け
る
湘
桂
作
戦
は
、
日
中
戦
争
中
最
大
の
大
決
戦
と

な
っ
た
。
湘
桂
作
戦
は
粤
漢
（
広
東
―
衡
陽
―
漢
口
）

、
湘
桂（衡

陽
―
桂
林
）
両
鉄
道
を
打
通
し
て
沿
線
の
米
空
軍
基
地
を
つ
ぶ
す

こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
日
、
第
三
師
団（
達
）
は
貴
州
省
八
塞

へ
。
同
月
三
日
、
第
十
三
師
団
（
鏡
）
は
独
山
を
占
領
。
い
ず
れ

も
最
果
て
の
地
貴
州
省
に
突
入
後
、
反
転
作
戦
に
入
っ
た
が
、
米

空
軍
襲
来
と
中
国
軍
の
反
撃
、
霧
の
よ
う
に
忍
び
来
る
苗
族
の
恐

怖
が
連
続
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。

日
本
軍
六
二
万
、
中
国
軍
三
〇
〇
万
は
湖
南
―
広
西
―
貴
州
の

各
省
に
転
戦
し
た
。

湘
桂
作
戦
の
攻
撃
軍
は
第
十
一
軍
で
第
三
（
名

古
屋
）

、
第
十
三（
仙
台
）

、
第
三
十
四（
大
阪
）

、
第
四
十（
善

通
寺
）

、
第
五
十
八（
熊
本
）

、
第
六
十
四（
揚
州
）

、
第
六
十

八
（
九
江
）

、
第
百
十
六（
京
都
）

、
第
三
十
七（
久
留
米
）
お

よ
び
関
東
軍
の
第
二
十
七
（
天
津
）
の
各
師
団
で
、
こ
れ
に
揚
子

江
の
海
軍
の
一
部
お
よ
び
第
五
空
軍
の
飛
行
団
が
協
力
し
た
。

長
沙
攻
略
後
は
衡
陽
に
攻
撃
目
標
は
当
て
ら
れ
た
。
第
一
次
攻

撃
、
第
二
次
攻
撃
を
第
六
十
八
、
第
百
十
六
の
両
師
団
が
行
っ
た

が
失
敗
し
た
後
、
第
十
三
師
団
と
第
五
十
八
師
団
を
増
援
し
第
三

次
攻
撃
を
し
か
け
た
。
衡
陽
を
死
守
す
る
中
国
軍
を
日
本
軍
が
包

囲
し
、
そ
の
日
本
軍
の
救
援
部
隊
を
敵
が
包
囲
す
る
戦
線
は
、
混

乱
の
極
に
達
し
後
方
も
前
線
も
な
い
有
様
。
か
っ
て
の
二
〇
三
高

地
も
こ
ん
な
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
凄
惨
な
死
闘
が
、
四
十

七
日
間
も
真
夏
の
焼
け
付
く
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
展
開
さ
れ
た
。

一
時
は
「
イ
ン
パ
ー
ル
」
作
戦
の
二
の
舞
か
と
憂
慮
さ
れ
、
第
六

十
八
、
第
百
十
六
の
両
師
団
は
戦
力
の
七
〇
％
を
失
っ
た
。



衡
陽
攻
略
後
は
第
十
一
軍
は
、
引
き
続
き
最
大
目
標
で
あ
る
桂

林
と
柳
州
を
攻
略
目
標
に
し
、
零
陵
全
県
を
占
領
、
前
人
未
踏
の

揺
山
山
脈
を
あ
た
か
も
南
画
を
見
る
よ
う
な
景
観
の
中
を
、
標
高

一
八
八
〇
㍍
も
あ
る
細
い
山
道
を
強
行
前
進
を
し
た
。
地
図
上
に

あ
る
黄
泥
江
―
大
石
江
―
埼
子
坪
―
島
坪
峠
を
た
ど
る
。
幅
一
㍍

か
ら
二
㍍
、
片
側
は
断
崖
絶
壁
、
岩
山
の
危
険
な
道
の
連
続
で
あ
っ

た
。山

に
は
い
る
と
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
岩
盤
が
露
出
し
た
道
で
馬

は
次
々
に
足
を
と
ら
れ
て
谷
間
へ
転
落
す
る
。
や
む
な
く
砲
を
兵

隊
の
方
が
か
つ
ぎ
馬
を
助
け
な
が
ら
前
進
す
る
。
山
越
え
の
た
め

約
一
〇
〇
頭
の
馬
が
転
落
し
た
。
会
津
若
松
歩
兵
第
六
十
五
連
隊

に
配
属
さ
れ
て
い
る
山
砲
兵
第
十
九
連
隊
第
三
大
隊
の
苦
難
の
前

進
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

雨
が
止
め
ば
米
空
軍
の
Ｐ51

の
波
状
攻
撃
を
受
け
る
。
人
馬
の

損
害
日
ご
と
に
増
大
す
る
。
さ
ら
に
コ
レ
ラ
が
発
生
し
薬
も
な
く

病
死
者
が
続
出
し
た
。
十
二
月
に
独
山
に
突
入
す
る
も
寒
気
肌
を

刺
す
。
し
か
し
半
袖
の
夏
衣
し
か
な
く
編
上
靴
の
底
も
剥
が
れ
、

後
方
よ
り
の
補
給
も
な
い
。
仕
方
な
く
草
鞋
と
中
国
の
農
民
の
服

を
着
て
、
反
撃
に
転
ず
る
中
国
軍
と
死
闘
を
繰
り
返
し
た
後
、
反

転
作
戦
に
入
る
。

第
十
三
師
団
会
津
若
松
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
は
湘
桂
作
戦
に
出

発
す
る
時
の
兵
力
三
八
〇
〇
人
余
り
が
作
戦
中
七
カ
月
の
間
に
戦

死
九
一
〇
人
、
警
備
期
間
中
の
死
者
三
九
〇
人
、
ま
た
多
数
の
将

兵
が
後
送
さ
れ
た
。
作
戦
中
に
補
充
さ
れ
た
人
員
二
三
五
三
人
、

警
備
期
間
中
に
四
四
七
人
が
補
充
さ
れ
た
。
敗
戦
が
続
く
中
で
湘

桂
作
戦
だ
け
が
勝
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
の
第
二
回
目
の
召
集
は
昭
和
十
九
年
六
月
十
日
、
会
津
若
松

の
歩
兵
第
百
五
十
五
連
隊
で
あ
っ
た
。
全
員
既
教
育
兵
一
八
六
五

人
で
ノ
モ
ン
ハ
ン
、
支
那
事
変
の
歴
戦
の
勇
士
で
あ
っ
た
が
、
部

隊
に
到
着
し
た
の
は
八
〇
〇
人
余
り
と
、
途
中
戦
死
ま
た
は
病
院

に
入
院
後
送
さ
れ
た
人
も
多
い
。
私
が
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
に
到

着
し
た
の
は
十
九
年
八
月
十
六
日
、
衡
陽
の
陥
落
の
直
後
で
あ
っ

た
。
同
月
三
十
日
湘
桂
第
二
期
作
戦
が
始
ま
っ
た
。
私
は
こ
の
湘

桂
作
戦
で
七
回
紙
一
重
の
差
で
命
が
助
っ
た
。
紙
面
の
都
合
で
そ

れ
を
全
部
書
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
そ
の
一
例
だ
け
を
次
ぎ

に
書
く
こ
と
に
す
る
。

私
は
南
京
よ
り
悌
団
の
命
令
受
領
者
と
し
て
、
悌
団
と
私
の
第

九
中
隊
へ
の
命
令
伝
達
の
任
務
に
つ
い
て
い
た
。
私
と
木
村
兵
長



（
福
島
県
）
は
互
い
に
飯
盒
炊
さ
ん
を
し
あ
う
中
で
あ
っ
た
。
昭

和
十
九
年
七
月
二
十
日
の
夜
、
連
日
の
行
軍
で
体
が
く
た
く
た
に

疲
れ
、
こ
の
日
に
限
っ
て
私
は
飯
盒
炊
さ
ん
の
時
水
筒
の
お
湯
を

沸
か
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
私
の
命
を
救
っ
て
く
れ
る
と
は
夢
に

も
知
ら
な
か
っ
た
。

翌
二
十
一
日
、
悌
団
は
長
沙
に
入
る
べ
く
日
中
行
軍
を
し
た
。

午
前
八
時
ご
ろ
湘
江
の
渡
河
点
で
前
夜
沸
か
さ
な
か
っ
た
水
筒
の

こ
と
を
思
い
出
し
、
舟
で
造
っ
た
仮
軍
橋
を
わ
た
り
河
幅
三
〇
〇

㍍
の
河
の
真
中
で
水
の
補
給
を
し
浄
水
を
水
筒
に
入
れ
た
。
こ
の

た
め
私
一
人
が
悌
団
本
部
よ
り
遅
れ
て
歩
く
形
と
な
っ
た
。
堤
防

の
上
に
あ
が
っ
た
と
き
、
突
然
Ｐ40

二
機
が
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

陵
線
を
す
れ
す
れ
に
飛
来
し
、
我
が
悌
団
本
部
を
見
付
け
落
下
傘

爆
弾
を
投
下
、
銃
撃
を
加
え
た
。
私
は
田
圃
の
中
に
す
ぐ
逃
げ
込

ん
で
、
刈
入
れ
前
の
稲
の
中
に
体
を
か
く
し
た
。

爆
弾
と
銃
撃
を
し
て
米
機
は
去
っ
た
。
急
い
で
現
場
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
こ
で
見
た
も
の
は
ま
さ
に
地
獄
絵
図
で
あ
っ
た
。
親

兄
弟
や
妻
に
は
見
せ
ら
れ
な
い
。
首
が
吹
き
飛
び
、
喉
よ
り
ポ
ン

プ
で
血
を
吸
い
出
す
よ
う
な
有
様
。
ま
た
大
腿
部
が
ち
ぎ
れ
編
上

靴
の
先
が
後
向
き
、

内
蔵
が
飛
び
出
し
目
も
当
て
ら
れ
な
い
惨
状
。

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
た
。

「
小
隊
長
殿
、
分
隊
長
殿
」
と
負
傷
し
た
兵
は
泣
き
声
で
呼
ん

で
い
た
。

戦
友
の
木
村
兵
長
も
臀
部
に
弾
が
当
た
り
倒
れ
て
い
た
。

木
村
兵
長
の
包
帯
を
取
り
出
し
て
止
血
を
し
た
が
、
う
ま
く
い
か

ず
衛
生
兵
を
大
声
で
呼
ん
だ
。
私
は
こ
う
し
て
水
筒
に
お
湯
を
沸

か
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
私
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
爆
撃
で

戦
死
一
三
人
、
戦
傷
二
六
人
、
馬
五
頭
が
死
に
、
悌
団
本
部
約
六

〇
人
中
半
分
以
上
が
損
害
を
受
け
た
。

母
が
私
の
武
運
長
久
を
毎
日
祈
っ
て
氏
神
様
に
日
参
し
た
。
こ

の
日
水
筒
の
水
を
沸
か
さ
な
い
日
が
、
氏
神
様
の
お
祭
り
の
日
で

あ
っ
た
。
神
に
護
ら
れ
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

そ
の
後
幾
度
か
神
よ
り
護
ら
れ
た
不
思
議
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
書
く
こ
と
に
す
る
。




